
整
数

小
数
と
分
数

計
算
（
加
減
）

計
算
（
乗
除
）

A 

数
と
計
算

中学校1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年
・集合数の概念（集合・対応） ⓪ ・億、兆の数（一億の位、一兆の位）① ・十進数として、整数、小数を

 統合する ①
・1億までの数（一万の位、一億） ⑦ ・正の数、

 負の数

・有理数、
 無理数の
 加法、減法

・有理数、
 無理数

・有理数、
 無理数の
 乗法、除法

・1000までの数 ⑥

・10までの数 ① ・10000までの数 ⑭

・2位数までの数の表し方 ⑦ ⑮

・数の相対的な大きさ ⑥⑭

・120程度までの数 ⑮

・珠算の数の表し方 ⑨・珠算の数の表し方 ⑱

・1つの数を他の数の和や差とみる 
  （合成・分解） ③

・10倍ごとに進む十進位取り記数法 
 のまとめ ①

・倍数、公倍数、最小公倍数
 約数、公約数、最大公約数 ⑦

・1つの数を他の数の和や差とみる
  （合成・分解） ③

・加法、減法の筆算（2位数＋1、2位 
 数の加法とその逆の減法）②③

・繰り上がり、繰り下がりのない
 2位数と1位数の加法と減法 ⑦⑯

・繰り上がりのある1位数どうしの 
 加法とその逆の減法 ⑪⑬

・百の位へ繰り上がる何十＋何十の
 加法とその逆の減法 ⑥ ・小数の加法と減法（小数第二位まで）

 ⑥

・繰り上がりのない何十＋何十の
 加法とその逆の減法 ⑯

・加法、減法の意味と記号（＋、－）、 
 和が10以下の加法と
 その逆の減法 ④⑤

・加法、減法の筆算（2位数＋1、2位 
 数＝3位数の加法とその逆の減法） 
 ⑦

・百の位への繰り上がり、繰り下がりの
 ない、3位数と1、2位数の加法と 
 減法の筆算 ⑦

・分数の加法と減法（同分母分数で 
 和が1以下になる加法とその逆の
 減法） ⑬

・小数が整数と同じ仕組みで
 表されていること ①

・分数をかける計算の意味と
 計算の仕方 ④

・何十、何百×1位数 ⑩

・0の乗法 ①

・除法の筆算（2、3、4位数÷2、3位 
 数）⑦

・小数をかける計算の意味と計算の
 仕方 ④

・小数でわる計算の意味と計算の
 仕方 ⑤

・逆数の意味、逆数の考えで除法を
 乗法の計算とみる ④⑤

・九九の構成 ⑩⑪⑫

・分数でわる計算の意味と
 計算の仕方 ⑤

・整数や小数の乗除が分数の乗法に
 統合できること ⑤

・20までの数 ⑦ ・4位数までの数の表し方 ⑥⑭

・数の相対的な大きさ ①

・概数の数範囲の考察 ⑤

・概数の意味 ⑤

・整数の類別（偶数、奇数） ⑦

・素数

・素因数分解

・集合数と順序数 ② ・数の相対的な大きさ ⑦

・まとめて数える ⑦⑳ ・まとめて数える（乗法的構造）⑥⑭

・分数、小数、整数の相互関係 ⑭・小数第三位までの数の構成 ⑥

・小数、分数を数直線上に表す ⑪⑬

・加法、減法の筆算（3、4位数±1、2、
 3、4位数） ④

・万を単位にした加法と減法 ⑦ ・億、兆を単位にした加法と減法 ⑨

・分数の加法と減法（同分母分数）⑬ ・分数の加法と減法（異分母分数） ⑧

・珠算の加法と減法 ⑨

・分数に整数をかける計算 ③・乗法の意味 ⑩ ・3、4位数×3位数 ①

・小数に整数をかける計算 ⑯

・概算（積、商） ⑮

・除法の筆算（2、3位数÷1位数）②

・暗算（2、3位数÷1位数） ②

・小数を整数でわる計算 ⑯

・わり進む場合の除法の筆算 ⑯

・小数倍の意味 ⑯ ・分数倍の意味 ⑭

・小数倍の3用法に関する計算 ⑬

・まとめて数える ⑦⑳

・分数を整数でわる計算 ③

・乗法の筆算（2、3位数×1位数）⑩

・暗算（2位数×1位数） ⑩

・乗法の筆算（2、3位数×2位数）⑰

・十の位で整除される2位数と
 1位数の除法 ②

・除法の意味、あまり ②⑥

・1や0の除法 ②

・九九の表の見方 ⑫

・乗法九九 ⑩⑪

・3口の分数の計算 ④⑤

・倍の意味の基礎 ⑩⑫

・分数倍の3用法に関する計算 ⑥・整数倍を求める ⑮

・異分母分数の相等、大小 ⑧・真分数、仮分数、帯分数 ⑬・分数の意味（分母、分子） ⑬

・珠算の加法と減法 ⑱

・概算（和、差） ⑮

・数を数の線に表す ⑦⑮
・数直線の意味、整数を数直線上に
 表す ⑦・数を数の線に表す ⑥⑭

・3口の加減計算 ⑩

・百を単位にした加法と減法 ⑭

・約分、通分の意味とその仕方 ⑧

・小数と分数の相互関係 ⑬ ・整数の除法の商と分数 ⑭

・簡単な分数の相等、大小 ⑬

・小数の意味（小数第一位） ⑪

・小数の加法と減法（小数第一位） 
 ⑪

※ 行末の①、②、…は単元番号を表しています。

・10倍、100倍、1000倍、　   にした 
 数 ⑦

1
10 ・10倍、100倍、1000倍、　   、　　  、

 　　　にした数と小数点の移動 ①

1
10

1
100

1
1000

領域別系統表

・分数の素地（　 、　 など） ⑰1
2

1
3
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式

計
算
法
則

関
数
の
考
え

問
題
の
考
え
方

中学校1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

A 

数
と
計
算

・等号の意味 ⑦・（　）の意味と使い方 ⑦

・和、差、積、商の意味 ②・加法の性質、交換法則 ②

・加法の結合法則 ⑦

・九九の表での数の並び方 ⑫・100 までの数表の並び方 ⑮

・乗数の増減と積の関係 ①

・小数でも計算法則が成り立つこと
 ④

・分数でも計算法則が成り立つこと
 ④

・不等号の意味 ⑦

・ことばの式 ②⑦⑪⑭⑯

・除法に関して成り立つ性質 ⑦

・文字式で
 法則や関係を
 表す

・割合、比較量、基準量を求める式 
 ⑮

・速さ、道のり、時間を求める式 
 ⑩

・あまりのある除法の式 ⑥

・公式（長方形、正方形の面積） ⑫

・公式（直方体、立方体の体積） ② ・公式（角柱、円柱の体積） ⑨

・公式（円の面積） ⑧・公式（平行四辺形、三角形、台形、
 ひし形の面積） ⑪

・（　）や四則のまじった計算 ⑪

・除法の式の意味を考える ②
・計算順序の規約
  （　）内先行、乗除先行 ⑪

・値の組の関係を□、△を用いた
 式に表す ⑭

・公式などで示している関係が
 小数の場合でも用いられること ④

・公式などで示している関係が
 分数の場合でも用いられること ④

・数量の関係を□、△を用いた式に
 表す ③

・乗法の記号（×）を用いた式 ⑩

・未知数を□として式に表す ⑮

・数と数の大小関係を>、<を用いて 
 表す ⑥⑭

・加法の記号（＋）、減法の記号（－）、
 等号（＝）を用いた式 ④⑤

・整数の計算が交換、結合、分配の
 法則に基づいていること ⑪

・加法と減法の相互関係（検算に
 用いる）③

・乗法の性質
  （乗数の増加と積の関係、交換性、 
 分配性） ⑩⑪⑫

・乗法の交換法則、結合法則、
 分配法則 ①

・除法と乗法の関係（除法の答えは
 乗法九九で求める） ②

・数量の関係を□を使った式に表し、
 □にあてはまる数を求める ⑭

・数量の関係を文字（a、x、y）を
 用いた式に表す ②

・2本のテープ図を使って考える 
 倍の第1用法、第2用法、第3用法 
 ⑮

・ことばの式を使って考える
 加法逆減法、減法逆加法 ⑭

・問題の場面に合わせて簡単な図を
 使って考える ⑱

・加法、減法の場面をテープ図を
 使って表す ⑮

・絵と文章による合併、増加、求残、 
 求補、求差の問題 ④⑤

・九九の構成（乗数が1増えると、
 積は被乗数だけ増える） ⑩⑪⑫

・10の補数関係（一方が1ずつ 
 増えると他方が1ずつ減る） ③

・小数の加法、減法も整数の計算と
 同じ法則に基づいていること ⑪

・除法の記号（÷）を用いた式 ②

・比例式（a：b＝c：d）⑪

・比例、反比例の関係を表す式 ⑭

・計算法則を表す式 ④

・ことばの式 ②⑩⑭⑰

・整数における加法の交換法則と、
 加法と減法の相互関係、結合法則
 ④

・方程式を解く
 こと（1元1次、
 2元1次、2次）

・計算法則の 
 負の数への 
 拡張

・逆思考の問題
 減法逆減法、減法逆加法
 加法逆減法 ⑮

・順思考の問題、順序の問題
 間接加法、間接減法
 求大加法、求小減法 ⑱

・乗数と積の相互関係（乗数が1増減
 すると、積は被乗数だけ増減する）
 ①

・2段階以上の問題を1つの式に
 まとめる ⑪

C   変 化と関 係（ 倍・割 合・比）へ

C   変 化と関 係（ 関 数の考え）へ
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平
面

空
間

面
積

体
積

中学校1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

B 

図
形

・ 角柱、円柱、 
 角すい、円すい  
 の表面積

・空間における 
   直線や平面の
   位置関係

・角すい、円すい
・多面体、
    正多面体、 
    回転体
・投影図

・1つの直線と、1組の平行な直線が
 交わってできる角の相等関係
  （同位角） ⑩

・合同の意味、頂点、辺、角などの対応
 ⑥

・二等辺三角形、正三角形の意味、
 基本的性質 ⑯

・コンパスを使った三角形の作図
  （3辺） ⑯

・円、方眼を利用した二等辺三角形の
 作図 ⑯

・円の意味、基本的性質（中心、半径、
 直径） ⑨

・基本図形を線対称や点対称の
 性質に着目して考える ①

・平行四辺形、ひし形、台形の意味、
 基本的性質、作図、構成 ⑩ ・正多角形の意味、基本的性質、

 円をもとにしたかき方 ⑫

・角度の意味、大小、回転の角 ④

・面積の意味と測定 ⑫

・座標の素地（空間） ⑰

・座標の素地（平面） ⑰ 

・平行四辺形、三角形の面積の
 求め方 ⑪

・円の面積の求め方 ⑧

・角柱、円柱の体積の求め方 ⑨

・三角形の内角の和 ⑥

・角度のはかり方、角のかき方 ④

・長方形、正方形の面積の求め方 ⑫
・一般四角形の面積の求め方 ⑪

・面積の単位の関係 ⑫

・分度器、角度の単位（度） ④

・面積の単位（㎠、㎡、㎢、a、ha） ⑫

・体積の意味と測定 ②

・直方体、立方体の体積の求め方 ②

・かさ、体積の単位の関係 ②

・体積の単位（㎤、㎥） ②

・台形、ひし形の面積の求め方 ⑪
・概形をとらえて面積を求める ⑬

・概形をとらえて体積を求める ⑬

・四角形の内角の和 ⑥

・多角形の内角の和 ⑥

・合同な三角形のかき方 ⑥

・2直線の垂直、作図 ⑩ ・線対称の意味、基本的性質 ①

・四角形の対角線の性質 ⑩

・2直線の平行、基本的性質、作図 ⑩ ・点対称の意味、基本的性質 ①

・平面の意味 ⑰

・角の意味と大きさ ⑯

・立体を構成する面としての
 平面図形の素地 ⑫

・平面図形の構成 ⑲ ・三角形、四角形の意味、基本的性質
 ⑨

・長方形、正方形、直角三角形 
 の意味、基本的性質 ⑨

・合同な長方形、直角三角形の
 敷き詰め ⑨

・直線の意味、作図 ④

・直角の意味 ⑨

・平面図形の構成要素（頂点、辺）⑨

・箱の形（直方体）、さいころの形
 （立方体）の意味、基本的性質 ⑯

・箱や粘土で作った立体を用いての
 形の構成や機能 ⑫

・前後、左右、上下などの位置の
 表し方 ②

・前後、左右、上下などの位置の
 表し方 ②

・球の意味、基本的性質（直径など）  
 ⑨

・直方体、立方体の基本的性質、構成
 要素、見取図・展開図のかき方 ⑰

・角柱、円柱の意味、基本的性質、構成
 要素、見取図・展開図のかき方 ⑰

・辺と辺、辺と面、面と面の垂直、
 平行 ⑰

・立体図形の構成要素（面、頂点、辺）
 ⑯

・展開図の素地 ⑯

・二等辺三角形、正三角形の角 ⑯

・コンパスの利用 ⑨ ・直径と円周の関係、円周率 ⑫

・合同な四角形のかき方 ⑥

・多角形の意味 ⑥

・円周の長さ ⑫

・拡大図、縮図の意味、基本的性質、
 かき方 ⑫

・縮図と縮尺 ⑫

・三角形の
 合同条件

・相似の意味、 
 相似比

・おうぎ形の 
 弧の長さ

・おうぎ形の
 面積

・角すい、
 円すいの体積

・球の表面積

・球の体積

・座標平面

C   測 定（ 広さ）より

C   測 定（かさ）より
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中学校1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

中学校4 年 5 年 6 年

長
さ

重
さ

時
間

広
さ
・
か
さ

倍
・
割
合
・
比

関
数
の
考
え

統
計

C 

測
定

1 年 2 年 3 年

C 

変
化
と
関
係

D 

デ
ー
タ
の
活
用

中学校4 年 5 年 6 年
・単位量あたりの大きさを使う
 問題 ⑩

・百分率、歩合の意味と
 その求め方 ⑮

・比例の考え方を使って解く
 問題 ⑭

・比の意味、比の値の意味と
 その求め方、等しい比 ⑪

・表や式から2つの数量の
 関係を考察する ③

・比例のグラフの特徴とその
 よみ方、表し方、反比例の
 グラフの概形 ⑭

・ともなって変わる2つの量
  （和・差一定、商一定）の
  変わり方を、ことばの式や
  □、△を使った式、 表や
  グラフに表して調べる ⑭

・柱状グラフの特徴とそのよみ方、
 表し方、用い方 ⑦

・帯グラフ、円グラフの特徴と
 そのよみ方、表し方、用い方 ⑯

・正の字を使って記録し、その記録を
 1次元の表に整理する ⑤

・簡単なことがらについて記録し、
 その記録を1次元の表に整理する ①

・折れ線グラフの特徴とそのよみ方、
 表し方、用い方 ③

・2つの観点から分類整理して、
 2次元の表にまとめる ③

・棒グラフの特徴とそのよみ方、
 表し方、用い方 ⑤

・○などを用いたグラフのよみ方、
 表し方 ①

・簡単な絵や図を使ったグラフの
 よみ方、表し方 ⑥

・複数系列のグラフや組み合わせた
 グラフ ③

・最小目盛りが異なるグラフや、
 複数の棒グラフを組み合わせた
 グラフ ⑤ ・目的に応じた統計的な問題解決の

 方法を知る ⑦

・速さを使う問題 ⑩

・割合の意味とその求め方 ⑮・簡単な場合の割合 ⑧

・比に関する問題 ⑪

・簡単な比例 ③ ・比例、反比例の意味 ⑭

・確率

・長さの直接比較・間接比較・
 任意単位による数値化と比較 ⑨

・重さの直接比較・任意単位による
 数値化と比較 ⑫

・簡単な場合の時刻、時間の計算に
 よる求め方 ③

・広さの直接比較・任意単位による
 数値化と比較 ⑭

・かさの直接比較・間接比較・
 任意単位による数値化と比較 ⑭

・30cmものさし、1mものさしの
 よみ方と測定 ④⑬

・測定の素地 ⑨

・重さの意味 ⑫

・重さの単位（g、kg、t） ⑫

・時間の単位（秒） ③

・重さの加法と減法 ⑫

・時刻、時間の意味 ⑤

・かさの意味と測定 ⑧

・単位（L、dL、mL） ⑧

・ますを用いたかさの測定 ⑧

・かさの加法と減法 ⑧

・時刻の意味の素地 ⑧

・長さ、かさ、重さの単位の比較 ⑫

・午前、午後、正午の意味 ⑤・何時、何時半、何時何分 ⑧⑰

・長さの意味と測定 ④ ・巻き尺の仕組みと測定 ⑧

・長さの単位（km） ⑧

・長さの単位（cm、mm、m）④⑬

・長さの加法と減法 ④⑬ ・道のりや距離の計算 ⑧

・比例、反比例、
 一次関数、
 2乗に比例
 する関数

・落ちや重なりがないように
 分類整理して順序よく列挙する
  （樹形図、表） ⑩

・並べ方、組み合わせ方 ⑩

・データの平均 ⑦

・ドットプロット ⑦

・度数分布表の見方、つくり方 ⑦

・代表値（平均値、中央値、最頻値）⑦・複数の帯グラフの比較 ⑯

・2次元の表をよみとる ⑤・1次元の表の見方 ①

・平均の意味と求め方 ⑨

・統計的な問題解決の方法を知る ⑯

・歩幅を使った測定 ⑦

・ヒストグラム、 
 度数分布
 多角形

・基準量を１とみて考える
 倍の第1用法、第2用法、
 第3用法 ⑧

・数直線図を使って考える
 分数倍の3用法 ⑥

・数直線図を使って考える
 小数倍の3用法 ⑬

B   図 形（ 面 積 ）へ

B   図 形（ 体 積 ）へ

A  数と計算
（ 問題の考え方）より

A  数と計算
（ 関数の考え）より
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図
・
こ
と
ば
・
式
な
ど
の
関
連

加
法
・
減
法
の
図

3 年 4 年

1 年 2 年 3 年

・線分図への移行

・ことばと絵とブロックの操作と式（整数の加法） ・図とことばと式（小数の加法）

・図とことばと式（分数の加法）

・図と表とことばと式（だんの数とまわりの長さの関係）

・絵とブロックとことばと式（乗法の式）

・絵を使った図やドット図の導入

・ことばと絵とブロックの操作と式（整数の減法）

・図と式（10を単位にした加法）

・ドット図を重ねたテープ図

・分割されたテープ図

・テープ図への移行

・ドット図の利用

②p.4 下p.29

下p.60

上p.49

下p.84-85
下p.10

②p.5

②p.16

上p.78

上p.27

上p.41

下p.80

②p.8

「よみとろう  あらわそう」では、図の見方や
かき方を系統的に整理しています。
いつでも図の使い方の確認ができます。

②p.130
5年p.314-315

5年p.215

1 年 2 年

のご紹介「よみとろう  あらわそう」

表現（図）の取り扱いと系統

本資料p.35
詳しくは
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乗
法
・
除
法
の
図

倍
・
割
合
の
図

2 年

3 年

4 年 5 年 6 年

5 年 6 年2 年 4 年

・２本数直線図への移行（小数倍）
3.6÷2.4：3.6kmは2.4kmの何倍ですか。

・２本数直線図の利用（分数倍）

　 ÷　　： グレープジュースの量は、オレンジジュースの量の
　　　　　何倍にあたりますか。

・絵とドット図の利用

・テープ数直線図の導入（整数の乗法）

・2本数直線図の利用（分数の乗法）

・２本数直線図の利用（分数倍）
5÷3：お兄さんの距離は、かえでさんの距離の何倍ですか。

・２本数直線図の利用（割合）
16÷20、45÷30：定員をもとにすると、上級コースと中級コースの
  希望者の数は、それぞれ何倍になりますか。

・2本数直線図の利用（分数の除法）

・2本数直線図への移行（小数の乗法）

・2本数直線図の利用（小数の除法）

・テープ数直線図の利用（整数の除法）

・テープ数直線図の利用
（小数と整数の乗法）

（小数と整数の除法）

・テープ図の素地
4×3：4cmのテープの3倍の長さのテープは何cmですか。

・テープ数直線図への移行
（第1用法）96÷24：シロナガスクジラの体重はザトウクジラの
　　　　　　　　　体重の何倍ですか。

（第２用法）40×5：おとなのホッキョクグマの体重は何kgですか。

（第３用法）45÷3：子どものラッコの体重は何kgですか。

・テープ数直線図の利用（小数倍）
5÷2、1÷２：赤と緑のテープの長さは、青のテープの長さの
  何倍ですか。

下p.13

上p.27

下p.95

下p.101下p.7

p.41

p.45

p.55

p.203

p.215

p.61

p.74

下p.16

上p.126

上p.128

上p.129

下p.109

・テープ図の導入
（第2用法）25×3：赤のテープの長さは何cmですか。

（第１用法）12÷３：みさきさんのテープの長さは、
　　　　　　　　    てつやさんのテープの長さの何倍ですか。

（第3用法）30÷6：青のテープの長さは何cmですか。

下p.74

下p.75

下p.77

p.193

3
5

9
10

3 年
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